
42)海野俊平 ･長坂泰勇 ･井上雅仁 ･三上章允 (2001)

shape-如m-motionの認知に関わるアカゲザル上側頭

溝前部ニューロンの活動.第 24回日本神経科学大会

(2001年 9月,京都).第 24回日本神経科学第 44回日

本神経化学合同大会プログラム ･抄録集 p.359.

43)山本亜由美 ･国松豊 (2001)ニホンザルのア トラス ･

ブリッジ形成.第 55回日本人類学会大会 ･第 17回日

本霊長類学会大会連合大会 (2001年 7月,京都).

AnthropologicalScience110:109.霊長類研究 17(2):

153.

(3) 学位取得者 ･論文題目

京都大学博士 (理学)

田代的子 (課程) .･Ecologicalfactorsinnuenclng

prlmateabundanceandfeeding

activityintheKalinzuForest,

Uganda(ウガンダ ･カリンズ森林

における霊長類現存量と採食に影

響する生態的要因)

松原 幹 (課程) :VariationofMatingCostsin

WildJapaneseMacaques(Macaca

bscatayakuL')onYakushlma

lsland(屋久島の野生ニホンザルに

おける交尾コス トの変異)

瀬田博之 (課程) .･studyoninfantgrowmand

mortalityinrelationto

reproductivestrategiesinJapanese

macaques(繁殖戦略に関わるニホ

ンザルの幼児成長と死亡の研究)

竹元伸幸 (課程) :FeedingEcologyorChimpanzees

inBossou,Guinea:Copingwith

theSeasonalFluctuationofFood

SupplylandMicrometeorologyln

theTropicalFbrest.(ギニア共和国

ポッソウ地域のチンパンジーの採

食生態 :熱帯林における食物供給

畳と微気象の季節変化-の対応)

土田順子 (課程) :Age-relatedchangesincognitive

abilitiesorJapanesemacaques(〟d

cacajiLSCala) (ニホンザルの認知

能力における加齢に伴う変化)

中井牌嗣 (課程) :StudiesonSkelぬ1Disordersin

JapaneseMacaques(ニホンザルの

骨格疾患の研究)

許 禎壬 (課程) :studiesonTissueFactorin

MaleAccessoryReproductive

OrgansofMacaqueMonkeys(マ

カクザルのオス副生拒器における

組織因子に関する研究)

京都大学修士 (垣学)

大橋 岳 : ギニア共和国ポッソクにおけるチンパ

ンジーのサブグルービングについて

柏原 将 : ニホンザルの未成熟個体の社会的発達

に及ぼす母親の社会関係の影響

権田絵里 : トンガ人の手足の特異性

一生体計測値の分析から-

長岡朋人 : 江戸時代から近代にかけての日本人頭

蓋の時代変化一頭蓋形態の地域変異を

中心に一

中山 桂 : ネガティヴな情動生起時におけるアカ

ゲザル(MacacamuIatta)の鼻部温度低下

および他者のスクラッチングの観察が

ひき起こすネガティヴな情動の伝染に

関する研究

福原亮史 : 霊長類における活性酸素消去酵素 soD

の分子生物学的解析

細川貴之 ､: 遅延対連合課題遂行中の前頭眼寓回神

経細胞活動

山本亜由美 : ニホンザルを中心とした霊長類におけ

るア トラス ･ブリッジの形成

(4) 外国人研究員 ･研修員

招-い外国人学者 ･外国人共同研究者

氏 ･名 :Tosi,AnthonyJoseph (アメリカ合衆国)

受入教官 :竹中 修

研究課題 :ホミノイ ドにおけるY染色体迫伝子の進化

招-い期間 :2000年 8月 3日～2001年8月31日

氏 名 :Ceugniet,MireilleMiyuki (フランス)

受入教官 :/川島示羊三

研究課題 :ニホンザルの種特異的音声の知覚に関する研究

招-い期間 :2000年 11月 1日～2002年 8月 17日

氏 名 :Bard,KimA.(アメリカ合衆国 ･ポーツマス大

学 ･心理学科,講師)

受入教官 :友永雅己

研究課題 :チンパンジー乳児の行動発達

招-い期間 :2001年 7月4日～2001年7月27日

氏 名 :'Free,PaulFrancis(イギリス,文部科学省若手
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外国人研究者短期研究プログラムによる受

入)

受入教官 :穴山 節

研究課題 :アスパラギン酸プロテアーゼの新規阻害剤に

関する研究

描-い期間 :2001年 7月3日～2001年 8月24日

氏 名 :Fagot,JoeI(フランス国立科学研究センタ｢ ･

認知神経科学研究センター,主任研究員)

受入教官 :友永雅己

研究課題 :チンパンジーの視覚認知に関する研究

招-い期間 :2001年8月 10日～2001年9月23日

氏 名 :Tejedor,MarceloF.(アルゼンチン,パタゴニ

ア国立大学自然科学部,教授)

受入教官 :高井正成

研究課題 :初期広鼻猿類化石の形態学的解析

招へい期間 :2001年 9月 10日～2001年 10月 1日

外国人受託研修員

氏 名 :馬場 エリオ ひでお (ブラジル,オーロ･

プレット連邦大学 ･生物学部,助教授)

受入教官 :平井啓久

研究課題 :遺伝子マッピング

研修期間 :2001年 8月 13日～2001年 10月31日

(5) 日本人研究員 ･研修員

日本学術振興会特別研究員

氏 名 :岡本暁子

受入教官 :小嶋群三

研修題目:霊長類の社会行動の比較研究

受入期間 :1999年4月 1日～2002年 3月31日

氏 名 :山越 (明和)政子

受入教官 :松沢哲郎

研修題目:ヒトおよびチンパンジーにおける模倣の発達

とその生物学的基盤

受入期間 :1999年4月 1日～2002年3月31日

氏 名 :茶谷 煎

受入数官 :竹中 修

研修題目:類人猿とオナガザルのロコモーション発達

受入期間 :1999年6月 1日～2002年3月31日

氏 名 :前橋弘之

受入教官 :大将秀行

研修眉目:野生オランウータンの保全のための遺伝学

的 ･採食生悠学的および繁殖生理学的研究

受入期間 :2000年4月 1日～2003年3月31日

氏 名 :平田 聡

受入教官 :松沢哲郎

研修題目:チンパンジーとオランウータンにおける社会

的場面での道具使用の比較

受入期間 :2001年 4月 1日～2002年 4月30日

氏 名 :田代研子

受入教官 :竹中 修

研修題目:分子生物学的手法を用いたチンパンジーの社

会構造の比較と種分化に関する研究

受入期間 :2001年 6月 1日～2003年3月31日

研修員

氏 名 :鍔本武久

受入教官 :茂原信生

研修題目:束アジアの新生代哨乳獄の研究

受入期間 :2001年 4月 1日～2002年3月31日

氏 名 :橋本千絵

受入教官 :大将秀行

研修題目:チンパンジーとボノボの社会 ･生憶学的比較

研究

受入期間 :2001年4月 1日～2002年3月31日

氏 名 :平野 真

受入教官 :中村 伸

研修題目:サルをモデル動物とする DNA ワクチンの研

究および開発

受入期間 :2001年4月 1日～2002年3月31日

氏 名 :泉 明宏

受入教官 :/川島群三

研修眉目:霞長類の聴覚

受入期間 :2001年 4月 1日～2001年9月30日

研究生

氏 名 :櫓垣小百合

受入教官 :上野吉一

研究題目:飼育下霊長類の福祉ならびに環境エンリッチ

メントの研究

受入期間 :2001年 4月 1日～2002年3月31日
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民間等共同研究員

氏 名 :笹岡正顕

受入教官 :中村克樹

研究題 目 :サルの視野計測系確立の試み

受入期間 :2001年 6月 15日～2002年 3月31日

(6) 研究集会

霊長類学総合ゼミナール 2001

日 時 : 2001年 12月 14日 (金) 9:30-17:30

場 所 .･ 京都大学霊長類研究所大会議室

参加者 : 約 50人

シンポジウム 1｢氏か?育ちか?一種内の違いは何から

うまれるのか-｣

西村 剛 ｢形態学的特徴の頑強性と柔軟性｣

森 琢磨 ｢脳の変化 一氏と育ちの影響-｣

郷 康広 ｢個体-集団一種 ? 一集団遺伝学的再考-｣

平田 聡 ｢チンパンジーの子育て :移動の場面での母子

間交渉ら｣

上野布埋 ｢霊長類でみられる集団による行動の違い｣

泊野俊平 ｢Throughthelookingglass一鏡による自己像

の認知について-｣

ディスカッション

シンポジウム2｢他の生物から見たサル｣

マイケ/i-ハフマン ｢寄生虫と猿の伸一共存と競争｣

早川祥子 ｢シカから見たサル｣

三戸幸久 ｢日本人はサルをどう見てきたか｣

ポスター発表の部

大赦由美子 ｢古人骨における受傷痕｣

深谷もえ ｢ニホンザルにおける食物資源の変動に伴

う採食行動の変化｣

倉岡康治 ｢アカゲザルにおける顔面動作の条件付け

試み｣

久能玲子 ｢形態知覚の脳内情報処理機構の研究｣

打越万喜子 ｢テナガザルの行動発達,最初の3年間｣

猿渡正則 ｢視覚探索課題遂行中のアカゲザル第四次

視覚野の神経細胞活動｣

泊賢一朗 ｢ニホンザルにおける集団遺伝学的研究｣

中島野恵 ｢チンパンジー乳児における音声応答の発

達的変化｣

香田啓貴 ｢ヤクシマザルのクーコールの連続的な発

声時における音響的な変化｣

桧垣小百合 ･上野吉- ｢放飼場ニホンザル群における

音響誘導の試み｣

船越美穂 ｢安曇野地方に生息する野生ニホンザルの

土地利用｣

霊長類学総合ゼミナールは大学院生 TAが主体とな

って企画 ･運営に当たっている｡本研究会の目的は盃長

類研究所に所属する所員がお互いの持つ研究分野に関す

る研究結果や知見を報告することにより,学術的な交流

を深めることである｡今回の研究会は口頭発表形式のシ

ンポジウムとポスター発表からなり,ほぼ全員の大学院

生に加え,教官や研究所外の専門家も研究発表を行った｡

様々な研究対象を持つ若い研究者が一同に会 して,見識

を深める機会として非常に有益であったと思われる｡

(文責 :山本亜由美)

今西 ･伊谷記念霊長類学講義

標記のシンポジウムを,2002年 2月 17日 (午後 1時

半より5時まで),京都の芝蘭会館において,京都大学霊

長頬研究所が主催 しておこなった｡経費は,平成 13年度

教育改善推進費によるものである｡共催は,第 2回比較

認知科学国際シンポジウム (京都大学教育研究振興財団),

日本動物心理学会,今西錦司生誕百年記念世話人会だっ

た｡

講演者は,フランス ･ドゥ･ヴァ-ル (リビング ･

リンクス,エモ リー大学,米国)｡講演題目は,｢社会的

認識に関する研究の興隆とその底流にある日本の霊長類

学の影響｣である｡英文の題 目は以下のとお りである｡

Imanishi-1taniMemorialLectureforPrimatology

TheSilentInvasionofJapanesePrimatologyand

theRiseofSocialCognitionStudiesbyFransde

Waal(LivingLinks,EmoryUniv.,USA)

2002年は,故今西錦司博士の生誕百年にあたる｡その

百年の記念事業のさなかに,後継者のお一人である伊谷

純一郎博士が逝去された｡そこで,日本の霊長類学を確

立した今西錦司 (1902-1992)と伊谷純一郎 (1936-2001)

両氏の先駆的業績を称えて,｢今西 ･伊谷記念霊長類学講

義｣と屈 した講演会をおこなうこととした｡講演者のフ

ランス ･ドゥ･ヴァ-ル博士は,チンパンジーをはじめ

とした霊長類の社会的知性の研究のパイオニアとして高

名である｡｢政治をするサル｣(平凡社),｢仲直り戦術｣

(どうぶつ社),｢利己的なサル,他人を思いやるサル｣

(草思社),｢ヒトに最も近い類人猿ボノボ｣(TBSブリ

タニカ)といった本の著者としても一般に知られている｡

また,2001年に出版された近著"TheApeandtheSushi
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Master''は,人間以外の動物における文化を論じた番で

あり,かつ今西錦司ら日本の霊長類学者の先駆的業紋を

布く評価し,欧米に広く知らしめることになった｡ドゥ･

ヴァ-ル博士の記念吉祥弟に先立って,西田利貞による｢チ

ンパンジーの文化の謎｣,松沢哲郎による ｢ヒトとチンパ

ンジーとサルにおける文化的伝播の差苑｣と題した関連

言符杭がおこなわれたOいずれも英語の冨持続で通訳はなか

った｡また記念講義に先立って,今西錦司生誕百年記念

事業の紹介がおこなわれた｡すなわち,京大総合博物館

において,今西錦司生誕百年を記念した企画展が開催さ

れ た｡ ま た , 霊 長 柄 研 究 所 の ホ ー ム ペ ー ジ

(http://ww.pri.kyoto-u.ac.jp)では,｢伊谷純一郎ア

-カイヴス｣と屈して,故人が遺された霊長類学の草創

期の氏重な画像 ･フィール ドノー･トなどを解説付きで公

開している｡参加者は約 110名だった｡

(文責 :松沢哲郎)

第 2回比較認知科学 ･国際シンポジウム:

｢知識の社会的伝播｣

The 2nd Intemational Symposium On

Comparative Cognitive Science "Social

transmissionof knowledge"

標記の国際シンポジウムが,2002年 2月 17-20日に

京都と犬山を会場として開催された｡京都大学教育研究

振興財団 (KyotoUniversityFoundation)の第2号事業

｢学術研究活動推進事業｣の援助を受けて開催されたも

のである｡前回の第 1回は,京都大学霊長類研究所のCOE

機関支援国際シンポジウムとして,2000年3月におこな

われた｡｢言語と認知の系統発生｣と屈したものである｡

その成果は,すでに2つの学術雑誌の特集号として公刊

された｡すなわち〝psychologia〝の第 44巻 1号と,

〝AnimalCognition〝の第4巻 3-4合併号である｡

第2回にあたる今回は,｢社会的知識の伝播｣と題し

ておこなわれた｡ただし実際には,より広い見地に立っ

たシンポジウムが企画された｡ ｢人間の認知と行動の進

化的起源を問う比較研究を推進する｣ことが開催目的で

ある｡比較認知科学の観点を共有しうる多様な研究者が

一堂に会して,最新の研究の情報交換をするのがねらい

である｡第 1回のシンポジウムに続いて,3つり対立軸

をたてて,活発な談論の展開を図った｡すなわち,東と

西の研究者を混ぜ,霊長桁と非霊長類の研究者を混ぜ,

すでにエスタブリッシュした著名な研究者とこれから将

来の期待される若手を混ぜた｡以下の7名の外国人研究

者をお招きした｡そのなかには上記の 3つの視点が盛り

込まれており,学位取得前の外国人大学院生も招蒋され

た｡

AndrewWhiten,UnivofSt.Andrews,UK

FransdeWaal,EmoryUniv.,USA

JosephGarner,UCDavis,USA

JulianeKaminski,MaxPlanklnstitute,Germany

LaurieSantos,HarvardUniv.,USA

NathanEmery,Univ.ofCambridgeUK

JozsefTopal,LorandEotvosUniversity,Hungary

日程と内容は以下の通り｡

17日,午後 1時半より,東一条を四に入った ｢芝蘭

会館｣にて,別記するフランス ･ドゥ･バールの記念講

演 (今西 ･伊谷記念霊長類学識弟)をおこなった.

18日,会場を京都から犬山に移した｡午前中に移動

し,午後 1時半より,犬山駅前の ｢フロイデ｣2階の多

目的研修室でポスターセッションをおこなった｡夕方に,

河合雅雄 (京都大学名誉教授)による特別講演 ｢野生ニ

ホンザル研究の50年｣(英語の通訳あり)をおこなった｡

19,20日の両日は,霊長類研究所大会誠室を会場と

して,口頭発表をおこなった｡口頭発表は22件,ポスタ

ー発表は29件あり,いずれも英語でおこなわれた｡発表

演題の英文抄録など,詳細は研究所のホームページをご

覧いただきたい｡ 第 1日日を除き,在日約 60名の参加

を得て,こじんまりとまとまった鵜いだったが,率直な

雰囲気の中で活発な議論が展開した｡

(文Tf:松沢哲郎 ･友永雅己)

新しい流動研究分野を考えるための講演会

日 時 : 平成 14年2月 1日 (金) 15:00-17:00

場 所 : 京都大学霊長類研究所大会議室

参加者 : 約100孝一

楠 比呂志 (神戸大農学部)

r動物園動物を対象とした保全繁把技術の開発｣

彼谷 邦光 (国立環境研究所)

｢環境試料タイムカプセル化都築の概要｣

寺尾 忠治 (国立感染症研究所 ･筑波霊長類センター)

rポストゲノムにおける研究資源としての霊長類｣

新しい流動研究分野のプロジェクトに関心を持つ所

員間で問題意義をより具体化するため,外部より3名の

講師を招き研究会を開催した｡楠氏には,日本での動物

園で死亡した晴乳動物の保存のプロジェクトについての

話をうかがった｡彼谷氏からは,2002年度より始まる｢タ

イムカプセル｣計画の概要を,また寺尾氏からは,厚生
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労働省の下での,霊長類繁殖プロジ土クトの将来構想に

ついての講演を聞き,その後,活発な議論が行われた｡

(文責 :正高信男)

環境科学の未来を考える

日 時 : 平成 14年 3月22日 (金)

場 所 : 京都大学霊長類研究所大会議室

参加者 : 約30名

浅岡一雄 (京都大 ･霊長研)

｢環境ストレスの基礎と応用の新分野構想について｣

<環境科学研究の最前線>

山田文雄 (森林総合研)

｢野生動物における有機塩素系化学物質の蓄積と濃縮

実態｣

坂井信之 (科学技術振興事業団)

｢食物嫌悪学習とその脳機構｣

休憩

岡崎滋郎 (高砂香料研)

｢ニオイ環境がヒトの覚醒水準及び感情状態に及ぼす

形響｣

法辺邦夫 (京都大 ･霊長研) 総合討論 :新分野の可能

性と問題卓

恕親全

く世話人 :鈴木樹理 ･浅岡一雄 ･渡辺邦夫 ･室山泰之)

流動分野にむけて所長裁量経費により外部から三人

の研究者を招蒋して講演会が行われた｡

韮調報告として所外からの参加者にむけてRRSや流

動分野などの研究所の近未来構想について紹介され,サ

ルにおいて環境科学を進める意義が述べられた｡

山田は茨城県の野生動物におけるDDTとダイオキシ

ンの調査を報告した｡食物連鎖の上位捕食者ほど汚染物

質は高濃度であった｡アカネズミはダイオキシンが特に

高波度であり植物を主食とする動物にも汚染していた｡

汚染の進んだ現状では野生動物およびその生息地から汚

染を取り除く保全研究の必要性が述べられた｡

坂井は食物嫌悪の生じる脳内メカニズムについて報

告した｡選択的連合は結合腕傍核と視床を経て扇桃体に

至る神経回路により担われていた｡ニオイ嫌悪も扇桃体

で主に記憶される｡また,ニオイによる味覚増強や感性

満腹感,FMRIによる脳内の反応部位などを示された｡嫌

悪効果を強めたり除去する手立てなどについても紹介さ

れた｡

岡崎は香料液を会場に配って講演した｡脳波による

覚醒水準やアルファー波のユラギから効果を測定すると,

鎮静から興奮の軸に針葉樹,柑橘,花のニオイの順に並

ぶ｡性腺化合物の効果の性差,ニオイ感度の変異,ニオ

イによる学習効果,ニオイを識別する分子機構,鋤鼻器

官などの最近の知見を話され参加者を交えて活発な討論

がおこなわれた｡

総合討論は懇親会を含めて行われて今後の研究を展

開する上で有意義な交流の機会となった｡

(文責 :浅岡一雄)

霊長類の発達 ･加齢研究の将来を考える

日 時 : 2002年 3月23日 (土) 10:00-17:00

場 所 : 京都大学霊長類研究所大会議室

参加者 : 約50名

プログラム

演田 穣 (京都大 ･霊長研)｢研究会の背景について｣

1.主にヒト以外の霊長類の発達と加齢一研究の現状と

展望

I-1) 座長 :上野喜一 (京都大 ･霊長研)

演田 穣 (声大 ･霊長研)

｢身体形態に見られる発達と加齢｣

清水慶子 (京都大 ･霊長研)

｢卵が先か, 脳が先か?一生殖生理からみたニホン

ザルの加齢｣

林 基治 (京都大 ･霊長研)｢神経系の発達と加齢｣

1-2) 座長 :友永雅己 (京都大 ･霊長研)

小嶋祥三 (京都大 ･霊長研)｢認知機能の加齢｣

I-3) 座長 :大揮秀行 (京都大･霊長研)

中道正之 (大阪大 ･人間科学部)

｢ニホンザルとゴリラの生涯発達｣

2. 主にと′トの発達と加齢一特に加齢研究に重点をおい

て

2-1) 座長 :演田 穣 (京都大･霊長研)

西揮 哲 (東京都老人総合研 ･運動機能部門)

｢高齢者歩行の運動学的特徴一老人研長期プロジェ

クトによる縦断･横断的データからの解析-｣

2-2) 座長 :林 基治 (京都大･霊長研)

柳浮勝彦 (長寿医療研究センター ･痴呆疾患研究部)

rァ/i;ッハイマ-柄 :症状から,分子病理,治療薬開

発研究まで｣

2-3) 座長 :清水慶子 (京都大･霊長研)

熊野宏昭 (東京大 ･院 ･医 ･ストレス防御/心身医学)

｢(1)男性の ｢更年期｣とうつ病との関連 (2)流水刺
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激による老年痴呆改辞の可能性｣

3.若手霊長桁研究者の研究と将来-の希翌

311) 座長 :坊田 積 (京都大･霊長研)

郡司的元 (日本モンキーセンター)

｢ニホンザルにおける腰椎の年齢変化｣

312) 座長 : 河水挺子 (京都大 ･盃長研)

森 琢磨 (京都大 ･霊長研)

｢霊長類大脳新皮質の発達研究とその応用｣

3･3) 座長 :友永雅己 (京都大･霊長研)

久保南海子 (京都大 ･霊長研)

｢加齢にともなう認知機能の質的な変化一老化とは

何かを失うばかりか?-｣

4.総合討論 座長 :/川島祥三 (京都大 ･霊長研)

本研究会は所長裁量経費によって,流動研究分野の

めざすところを示し,所員がその必要性を検討するため

の情報を提供する目的で開催された (開催世話役 :堺田

積･柄水慶子･林基治･上野吉一･友永雅己･大滞秀行)｡

この研究会では霊長類の発達･加齢に関する分子,個体,

社会にいたるさまざまな生物学的側面を紹介し,発達加

齢研究の将来展望を話し合った｡

まず研究会開催の趣旨について説明があり,ひきつ

づき第 1セッションでは,ヒト以外の霊長類の発達加齢

現象の特色が示された :形態面 ･体組成面の発達と加齢

(済田),生殖生理面での加齢現象 (滑水).神経細胞の発

達と栄養因子の関与 (林),及び老齢マカク類の認知機能

特徴 (小嶋)｡

第2セッションではヒトを対象とする所外研究者か

らの研究紹介があった｡西沢は所属研究所の老人研究長

期プロジェクトを紹介するとともに,歩幅が運動学的キ

ーとなること等の運動学的老化特徴を示した｡柳沢はア

ルツハイマーの発症メカニズムを解説し,その原因物質

の生成阻害による新薬生成目標を紹介した｡熊野は ｢男

性丈年期障害｣とうつ病との関連性を議論し,流水風呂

が痴呆症の改挙を含む老化防止に効果のあることを示し

た｡中道はニホンザルにおける老化 (繁殖成績などによ

る),母娘間での子育てスタイルの継承,およびゴリラの

繁殖や母子関係などを紹介した｡

第3セッションは若手研究者による研究紹介と将来

展望である｡郡司は,ニホンザルの椎骨老化で,形態面

と骨塩丑 (DXA測定装位による)で年齢変化パターンが

一致せず,今後の研究課題であることを報告した｡森は

神経大脳新皮質や神経発達に関連する栄養因子の研究を

紹介し,将来の応用面 (再生医学)について言及した｡

久保は老齢ザルの認知機能を紹介し,失われる能力を他

能力で補うこと (行動方略と認知方略)を示し,対応す

る解剖学的側面の老化に関する研究の必要性を指摘した｡

最後の総合討論では小嶋所長より流動分野が年限 6

年間程度であり,テーマを絞り込み (応用的Biomedica.1

から基礎研究までの総花的でなく),成果をだすことが重

要であるとの発言があった｡そのためには現在の枠組み

を脱して,共同利用研究との合体,外部研究者や外国人

研究者の参画などの方策を検討する必要がある｡

(文責 :溝田 穣)

所内談話会

第 1回 :2001年4月 16日 (月)

Dr.Jack Fooden (Zoology Depatment,Field Museum,
Australia)"OnRhesusandTaiwaneseMacaques"

第2回 :2001年 5月 16日 (水)

Dr..Mary Elizabeth G. Miranda, (Veterinary Research

Department,ResearchInstituteforTropicalMedicine,
Philippines)"EbolaRestonVirus:AReview"

第3回 :2001年 5月 24日 (木)

coE形成基礎研究費国際セミナー共催

Dr.BennettG.GaIef,(DepartTnentOfBiology,McMaster

Univ,Canada) "Socialinnuencesonthefoodchoicesof

NorwayratsandthematechoicesofJapanesequail"

第4回 :2001年6月21日 (木)

西山利正 (関西医大 公衆衛生学芸符座) r抗マラリア薬

の使用について-新しい動きJ (講演内容はビデオに

録画し野外委員会で保管している｡)

第5回 :2001年7月2日 (月)

自己点検 ･評価委員会主催 ｢独立行政法人化を考えるJ

講演会 杉長敬治 (奈良国立博物館 副館長)

｢国立博物館が独立行政法人となって｣

節 6回 :2001年7月23日 (月)

coE形成基礎研究費国際セミナー共催

KinA.Bard(Univ.ofPortsmath,USA) "Intersubjectivity

asthebasisofcommunicationinchimpanzees"

第7回 :2001年7月 25日 (水)

coE形成基礎研究費国際セミナー共催

Dr.VuTheLong(考古学研究所人類学古環境学部門 ･ベ

トナム) r̀NewDiscoveryonPrimateinVietnam ''
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第 8回 :2001年 9月20日 (木)

自己点検 ･評伺委員会主催 ｢独立行政法人化を考える｣

講演会 浮田佳成 (大学入試センター 会計課)T大学入

試センターにおける独立行政法人化の対応について｣

第9回 :2001年 10月 4日 (木)

Dr.DorothyFragaszy(Univ.orGeorgia,USA) "Tわwardsa

BiologyofTraditions"

(文責 :脇田真情)

12. 広報活動

盃長頬研究所では広報委員会が主体となって,夏期
I

(春期)セミナー,公開講座,市民公開などの催 しを通じ

て研究所の活動を一般の方に紹介するよう努めている｡

また,研究所年報の作成,ホームページの公開などの広

報活動もおこなっている｡2001年度には,研究所を紹介

する和文パンフレットの改訂も実施 した｡

(1) 夏期セミナー (第 13回)

文糊セミナーは主に学部の3･4回生を対象に霊長類

研究所が自主的におこなっているセ ミナーである｡研究

所スタッフがおこなっている研究の最新の成果やそれぞ

れの研究分野の特色を各部門,施設,センターの教官が

純血形式で紹介 した｡研究所内の見学も実施 した｡大学

院受験希望者に対しては研究所の教官と懇談する場も提

供 した｡参加者は43名だった｡

プログラム 2001年7月 16日 (月)～18日 (水)

7月 16日 (月) 9:30-18:10

受付

所長挨拶 ･ガイダンス /J､嶋祥三/総合司会

松沢哲郎 (思考言語分野)

｢チンパンジーの生後 1年間の認知発達｣ -

休憩

正高信男 (認知学習分野) ｢0歳児の言語習得｣

昼食

三上孝允 (行動発現分野)-｢霊長類の脳研究｣

林 基治 (器官調節分野) ｢霊長類の発達と加齢｣

休憩

上野吉- (人類進化モデル研究センター)

｢動物実験と動物福祉 :福祉的配慮と心理学的幸

福の確立｣

本郷一美 (系統発生分野)

｢化石と考古遣物から探る霊長類の歴史｣

休憩

所内見学 (40分×2ヶ所)

7月 17日 (火) 9:20-17:20

毛利俊雄 (形態進化分野) ｢マカタの骨学｣

庄武孝義 (集団遺伝分野)

｢遺伝学から見たヒヒの種分化｣

休憩

竹中 修 (遺伝子情報分野)

｢霊長類の進化過程における遺伝子重複と新たな

生理機能を有するタンパク質の獲得,突然変異

による喪失｣

昼食

上原重男 (生態機構分野)

｢チンパンジーの野外研究｣

森 明雄 (社会構造分野)

｢社会構造を支える繁殖戦略とコミュニケーショ

ン｣

休憩

室山率之 (ニホンザル野外観察施設)

｢ニホンザルにおける被害管理｣

休憩

質疑応答 (講師全員)

生物科学専攻霊長類学系ガイダンス

景山 節 (京都大 ･院 ･理 ･霊長類学系主任)

7月 18日 (水) 9:30-ll:30

大学院受験者のための懇談会

各分野教官との懇談会 (1)

各分野教官との懇談会 (2)

参考図書

･京都大学霊長類研究所編 ｢サル学なんでも′J､事典｣

講談社ブルーバックス 1,040円

･西田利貞,上原重男編 ｢霊長類学を学ぶ人のために｣

世界思想社 2,400円

･イミダス特別編集 ｢人類の起源｣集英社 1,350円

･松沢哲郎,長谷川寿一編 ｢心の進化｣ 岩波書店

2,800円

(2) 公開講座 (第 17回)

広く一般市民を対象にして盃長類学の成果を紹介す

るために,毎年 8月後半に公開講座を開催している｡年

齢や職業もさまざまな受講者を相手に,研究所教官が泣
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